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(1) 三角関数の合成を正しく理解させたい 

問題 

番号 
問題（正答） 

正答率 

（上位群／下位群）  

主な誤答例 

（標本全体に対する％） 

Ｒ２ 

［３］ 

（1） 

sinθ＋cosθを r sin(θ＋α)の形に変形す

ると□である。ただし，r＞0，0＜α＜πと

する。                （√2sin൬θ＋
π

4
 ൰） 

 

44.9％ 

（89.1％／4.0％） 

√2sin(θ＋α) (0.8％), 

sin൬θ＋
π

4
 ൰ (0.4％) 

 三角関数の合成を問う問題である。多くの生徒が，三角関数の合成の方法を身に付けていないことが

わかる。そもそも合成とはどのような意味であるかを理解させた上で，変形の手順をしっかりと定着さ

せるような指導を心がけたい。 

【指導上の留意点】 

 三角関数の合成は，加法定理を用いた式変形として天下り式に説明しがちだが，合成とは二つの関数

の和であることを理解させた上で，公式を導くような導入を以下で紹介する。 

導入の例 

ＩＣＴ機器を用いて，y＝sinx と y＝√3cosx を合成した y＝sinx＋√3cosx のグラフを見せる。 

 

実際に，x＝0, π

3
, π

2
 などの点で，2つの関数の値の和になっていることを確認する。 

グラフの振幅，周期，平行移動を読み取り，合成した曲線が 2sin൬𝑥＋π

3
൰であることを確認する。 

加法定理を用いて， 

 2 sin൬𝑥＋π

3
൰ ＝ 2 sin x cos

π

3
＋cos x sinπ

3
 ＝ 2  

1

2
sin x ＋

√3
2
cos x ＝  sin x ＋√3cos x 

この逆を辿ることで，与えられた正弦と余弦の和を１つの正弦に変形できることを理解させる。 

 

計算方法の指導例 

図を利用した方法で定着を図りたい。 

 

具体的な数値による反復練習で，まずは合成の方法を確実に身に付けさせたい。しっかりと変形の

方法が身に付いた後に，加法定理を用いた変形を再び練習させることで，その意味がより深く理解で

きるだろう。同時に，余弦への変形について生徒自身に考えさせることで，学びが深まるだろう。 






